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１
月
30
日
、
小
石
川
後
楽
園

涵
徳
亭
で
「
新
春
の
集
い
」
を

開
催
。
み
ぞ
れ
混
じ
り
の
あ
い

に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、
26

名
（
来
賓
３
名
含
む
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

庄
司
事
務
局
長
の
司
会
で
進

行
、
主
催
者
挨
拶
は
堀
田
会
長

が
参
加
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

戸
張
副
会
長
が
代
行
。「
健
康
で

暮
ら
し
、仲
間
を
増
や
そ
う
」と
、

会
員
拡
大
へ
向
け
た
取
組
み
の

強
化
を
訴
え
ま
し
た
。
来
賓
の

中
里
東
京
清
掃
副
委
員
長
は「
戦

争
法
廃
止
闘
争
を
は
じ
め
と
す

に
移
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
再

会
で
話
し
が
は
ず
み
、
和
や
か
な

交
歓
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
舌
も
滑
ら
か
に
な
っ

た
頃
合
い
を
見
計
ら
い
、
恒
例
の

参
加
者
全
員
か
ら
「
ひ
と
こ
と
」。

健
康
や
趣
味
、
現
在
の
世
相
を
憂

え
る
発
言
に
加
え
、
今
年
は
、
地

域
活
動
な
ど
様
々
な
分
野
で
の
活

動
の
報
告
が
多
く
、
会
員
の
活
動

領
域
の
豊
富
さ
が
印
象
的
で
し
た
。

　

名
残
を
惜
し
み
つ
つ
、
最
後
は
、

柳
副
会
長
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
。
今
年
も
お
互
い
の
元
気
の

素
を
わ
か
ち
あ
い
ま
し
た
。

清掃退職者会
新春の集い

今年も元気に

る
闘
い
の
場
に
い
つ
も
退

職
者
会
の
旗
が
立
ち
、
勇

気
を
い
た
だ
い
た
」
と
謝

意
を
述
べ
た
上
で
「
社
会

的
労
働
運
動
推
進
へ
向
け

た
取
組
み
を
強
化
す
る
」

こ
と
を
強
調
、
本
郷
自
治

退
都
本
部
会
長
と
吉
廣
都

庁
退
副
会
長
は
「
ひ
ど
い

世
の
中
に
な
っ
た
が
、
あ

き
ら
め
ず
に
闘
お
う
」「
そ

の
た
め
に
も
健
康
第
一

で
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言

葉
で
訴
え
ま
し
た
。

　

丹
野
元
副
委
員
長
の
音

頭
で
乾
杯
し
た
後
、
懇
親

主催者挨拶
戸張副会長

乾杯の音頭
丹野元副委員長

閉会の挨拶
柳　副会長

東京清掃
中里副委員長

自治退都本部
本郷会長

都庁退連合
吉廣副会長

雪にも負けず
元気に咲く福寿草
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厚
生
労
働
省
は
１
月
29
日
、
16

年
度
の
年
金
額
は
ス
ラ
イ
ド
を
行

わ
ず
据
え
置
き
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

総
務
省
調
査
の
「
15
年
度
全
国

消
費
者
物
価
指
数
」
は
前
年
比
プ

ラ
ス
０
・
８
％
で
し
た
が
、「
名
目

手
取
り
賃
金
変
動
率
」
が
マ
イ
ナ

ス
０
・
２
％
で
し
た
。「
物
価
水
準
」

の
変
動
が
プ
ラ
ス
で
、「
賃
金
水
準
」

物
価
上
昇
も
賃
金
ダ
ウ
ン
で
改
訂
な
し
に

端
数
処
理
の
変
更
で
月
４
円
以
下
の
増
減

16
年
度
の
年
金
額
は
据
置
き

よ
う
に
、
大
変
有
意
義
で
し
た
。

▼
12
月
13
日
、
自
治
労
昭
和
運
輸
不

当
解
雇
撤
回
闘
争
支
援
共
闘
会
議
結

成
総
会
が
清
掃
会
館
で
開
催
さ
れ
、

会
員
１
名
参
加
。
総
会
の
模
様
は
本

紙
前
号
で
報
告
。

▼
12
月
14
日
、
東
京
清
掃
の
常
任
・

地
連
合
同
会
議
に
退
職
者
会
会
員
拡

大
へ
向
け
た
取
組
み
の
協
力
を
要

請
。
柳
副
会
長
、
庄
司
事
務
局
長
、

戸
枝
会
計
が
参
加
。

▼
12
月
17
日
、
自
治
退
都
本
部
幹
事

会
が
自
治
労
都
本
部
で
開
催
さ
れ
、

庄
司
事
務
局
長
（
常
幹
）
が
参
加
。

機
関
の
構
成
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

▼
１
月
14
日
、
第
７
回
三
役
会
。
定

期
総
会
日
程
な
ど
２
月
幹
事
会
の
議

案
な
ど
を
検
討
。

＊
12
月
７
日
の
第
３
回

幹
事
会
か
ら
１
月
14
日

の
第
７
回
三
役
会
ま
で

▼
12
月
７
日
、
今
年
度

２
回
目
の
学
習
交
流
会

を
清
掃
会
館
で
開
催
。

テ
ー
マ
は
「
認
知
症
と

ど
う
む
き
あ
う
か
」。

本
紙
前
号
で
報
告
し
た

退職者会
活動日誌

▼
事
務
局
会
議
・

業
務
は
７
回
。
行

事
企
画
、
機
関
紙
・

定
例
連
絡
等
送
付

等
を
行
い
ま
し
た
。

四
捨
五
入
に
改
訂
さ
れ
た
た
め
、

４
月
か
ら
の
年
金
額
（
支
給
は
６

年金額改定の仕組み
１．新規裁定者と既裁定者に分けて改定

　年金額改定の算出は「新規裁定者（68
歳未満）」と「既裁定者（68 歳以上）」で別々
に行われます。「新規裁定者」は変動幅を
少なくするため、３年平均の「賃金の上昇
率を考慮」し、「既裁定者」は購買力に着
目して「物価の上昇率」のみで改定します。

　①「新規裁定者」の年金額算出方法
「実質賃金変動率」（12 〜 14 年度平均・
▲ 0.8％）×「物価変動率（15 年の値・
0.8％）×「可処分所得割合変化率（13
年度の変化率・▲ 0.2％）＝「名目手取
り賃金変動率  」（▲ 0.2％）

「新規裁定者」の年金額は計算上▲ 0.2％
②「既裁定者」の年金額算出方法

15 年度全国消費者物価指数＝ 0.8％
２．年金額を抑制するための調整措置

　本則では、上記のように、「新規裁定者」
は▲ 0.2％、「既裁定者」はプラス 0.8％に
なりますが、複雑な調整措置が行われます。
①「物価上昇率」＜「賃金上昇率」の場合

のみ、本則が適用される。
②「物価上昇率」＞「賃金上昇率」の場合
「既裁定者」の年金改定は「物価上昇率」
ではなく「賃金上昇率」が適用される。

③ただし、「物価上昇率」がプラス（16 年
度ベース 0.8％）、「賃金上昇率」がマイ
ナス（▲ 0.2％）の場合は、給付と負担
の長期的均衡を保つ観点から、現役世代
の保険料負担能力が低くなっていること
に着目し、スライドなし。16 年度はこ
れが適用されて「据置き」になった。

月
）
は
、
年

額
50
円
以
下

（
月
額
で
４

円
以
下
）
の

増
減
が
生
じ

る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

の
変
動
が
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
は
、

ス
ラ
イ
ド
な
し
と
す
る
特
例
が

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
年
金
額

改
定
の
仕
組
み
は
別
記
参
照
）

　

ま
た
、
年
金
額
が
引
上
げ
に

な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
（
16
年
度
分
の

指
標
は
マ
イ
ナ
ス
０
・
７
％
）
も

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
に

よ
り
、
16
年
度
の
年
金
額
は
据

置
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
昨
年
10
月
に
施
行
さ

れ
た
「
被
用
者
年
金
一
元
化
法
」

に
よ
り
、
年
金
額
（
年
額
）
算

出
時
の
端
数
処
理
が
、
百
円
未

満
四
捨
五
入
か
ら
、
１
円
未
満
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東
京
清
掃
の
団
結
旗
開
き
は
１

月
14
日
、
例
年
同
様
、
清
掃
会
館

隣
の
ホ
テ
ル
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン 

エ
ド
モ
ン
ト
で
開
か
れ
、
23
区
・ 

清
掃
一
組
当
局
、
各
級
議
員
、
上

部
団
体
・
各
種
友
誼
団
体
と
本
部
・ 

支
部
あ
わ
せ
て
約
２
５
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

染
書
記
長
の
司
会
で
始
ま
り
、 

桐
田
委
員
長
は
主
催
者
挨
拶
で
、

「
区
民
の
た
め
の
清
掃
事
業
確
立
、

組
織
強
化
、
社
会
的
課
題
」
を
主

要
課
題
と
し
て
取
組
み
を
強
化
す

る
と
、
決
意
を
示
し
ま
し
た
。
来

賓
挨
拶
は
副
区
長
会
に
続
い
て
、

宮
本
自
治
労
都
本
部
委
員
長
は「
こ

の
道
し
か
な
い
」
と
い
う
安
倍
政

治
を
批
判
、
佐
藤
特
区
連
書
記
長

　

今
年
の
「
演
芸
を
楽
し

む
会
」
は
、
３
月
17
日
に

行
い
ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
、
落
語
協

会
系
の
番
組
ば
か
り
で
し

た
の
で
、
落
語
芸
術
協
会

（
桂
歌
丸
会
長
）
系
の
回

に
し
ま
し
た
。
ト
リ
は
春

風
亭
小
柳
枝
、
中
入
り
前

は
桂
幸
丸
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

申
込
み
は
２
月
末
迄
で

す
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
「
歩
こ
う
会
」

２
月
の
例
会
は

「
港
区
内
で
世

界
一
周
＝
大
使

館
周
遊
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」で
、

２
月
23
日
に
行

わ
れ
ま
す
。

　

港
区
が
主
催

す
る
「
ワ
ー
ル

ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
の
一
環

と
し
て
実
施
さ

れ
る
「
大
使
館

周
遊
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
に
参

加
す
る
と
い
う

企
画
で
す
。

　

コ
ー
ス
プ
ラ
ン
は
、
午
前
10
時

に
日
比
谷
線
「
神
谷
町
」
駅
に
集

合
し
、
当
日
訪
問
可
能
な
大
使
館

９
館
を
東
京
メ
ト
ロ
の
一
日
乗
車

券
を
利
用
し
て
巡
り
ま
す
。
概
ね

午
後
３
時
頃
解
散
目
途
と
な
っ
て

い
ま
す
。
参
加
連
絡
お
よ
び
問
合

せ
は
、
戸
枝
会
計
へ
。

東京清掃団結旗開き2016 今
年
も
現
役
世
代
の
闘
い
を
応
援

は
「
政
府
の
圧
力
に
屈
せ

ず
闘
っ
た
確
定
闘
争
の
意

義
」
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

恒
例
の
鏡
開
き
は
、
星

野
元
委
員
長
、
西
川
元
委

員
長
、
吉
田
前
委
員
長
、

戸
張
副
会
長
、
柳
副
会
長
、

庄
司
事
務
局
長
、
桐
田
現

委
員
長
と
当
局
側
理
事
者

に
よ
り
行
わ
れ
、
庄
司
事

務
局
長
が
乾
杯
の
音
頭
。

退
職
者
会
は
三
役
４
名
が

参
加
し
、
各
地
・
各
方
面

の
参
加
者
と
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

今
年
も
、「
現
・
退
一
致
」

の
取
組
み
に
よ
り
、
東
京

清
掃
の
闘
い
前
進
を
願
い
、

現
役
世
代
を
応
援
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

右から庄司事務局長・柳副会長・戸張副
会長・吉田前委員長・西川元委員長・星
野元委員長・一人おいて桐田現委員長

庄司事務局長が
乾杯の音頭

●日　時　３月 17 日（木）
　　　　　　12 時 15 分集合
　　　　　　13 時開演
●出し物　国立演芸場３月中席
●会　費　弁当・お茶付 2,000 円
　　　　　65 歳未満 2,500 円
●募　集　２月定例連絡で案内

３月17日に
演芸を楽しむ会

２月23日に
港区内で世界一周
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今
ま
で
一
般
家
庭
（
要
す
る
に

私
た
ち
）
は
、
電
気
は
各
地
の
電

力
会
社
（
関
東
は
東
京
電
力
）
か

ら
し
か
買
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
が
４
月
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
な

小
売
り
会
社
と
契
約
し
て
電
気
を

買
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
に
入
っ
て
、
Ｃ
Ｍ
が
ど
っ

と
増
え
て
き
ま
し
た
。
競
争
な
の

で
、「
料
金
の
お
得
さ
」
が
一
番
の

売
り
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ

か
っ
た
費
用
を
全
て
電
気
料
金
に

転
化
で
き
る
「
総
括
原
価
方
式
」

で
ぬ
く
ぬ
く
し
て
き
た
電
力
会
社

に「
Ｎ
Ｏ
」を
突
き
つ
け
ま
し
ょ
う
。

東
京
電
力
は
、
福
島
第
一
原
発
事

故
の
責
任
を
取
っ
て
い
ま
せ
ん
。

政
府
も
当
然
取
る
べ
き
責
任
か
ら

逃
げ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
政
府
の

後
押
し
で
「
責
任
を
取
ら
な
く
て

い
い
ん
だ
」
と
各
電
力
会
社
は
強

引
に
原
発
再
稼
働
を
進
め
よ
う
と

安
倍
内
閣
は
退
陣
を
１
・
19
総
が

か
り
行
動
」
が
開
催
さ
れ
、
厳
し

い
寒
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
６
千

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

集
会
に
は
、
安
保
法
制
に
反
対

す
る
野
党
が
全
党
参
加
し
、「
参
議

院
選
挙
で
自
公
政
権
を
少
数
派
に

し
よ
う
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
の
某
幹
部
は
「
国
民

は
モ
チ
を
食
っ
た
ら
忘
れ
る
」
と

言
い
ま
し
た
が
、
法
の
強
行
採
決

か
ら
４
个
月
経
っ
て
、年
が
変
わ
っ

て
も
怒
り
は
収
ま
る
ど
こ
ろ
か
、

闘
い
の
輪
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
、
戦
争
法
だ
け
で

な
く
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
も
強

行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
し
、
原

発
を
次
々
と
再
稼
働
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
戦
争
法
・
辺
野
古
・

原
発
の
根
っ
こ
は
同
じ
で
す
。
戦

争
を
で
き
る
国
に
し
て
、
軍
需
産

業
で
経
済
を
支
え
る
と
い
う
悪
魔

に
魂
を
売
る
行
為
で
す
。

　

退
職
者
会
は
、戦
争
法
、辺
野
古
、

原
発
の
取
組
み
に
、
全
力
を
あ
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
毎
月
19
日
＝
戦
争
法
廃
止
行
動

▼
２
月
23
日
＝
止
め
よ
う
！
辺
野

　

古
埋
立
て
国
会
包
囲

▼
３
月
26
日
＝
原
発
の
な
い
未
来

　

へ
！
全
国
集
会
（
代
々
木
公
園
）

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

安倍政治を
許さない！

戦
争
法
廃
止
！

辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
！

原
発
再
稼
働
反
対
！

　

１
月
19
日
、

国
会
前
で
「
私

た
ち
は
あ
き
ら

め
な
い
！
戦
争

法
を
廃
止
へ
！

電
力
自
由
化
４
月
よ
り
開
始

電
力
会
社
へ
の
﹁
不
買
運
動
﹂
が
で
き
ま
す

戦争法廃止！安倍内閣退陣！
1.19 総がかり行動

電力自由化の仕組み

電
気
の
質
も
契
約

先
を
選
ぶ
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
に
し
て

下
さ
い
。
原
発

の
電
気
を
使
う
の

か
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
中
心

に
す
る
の
か
、
い

ろ
い
ろ
な
切
り
口

が
各
業
者
で
違
い

ま
す
。

　

特
に
、
東
京
電

力
は
経
常
利
益
の

９
割
が
家
庭
用
電

気
か
ら
で
す
。
か

し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
発
送
電

分
離
が
ま
だ
で
き
て

い
な
い
の
で
、
送
電

網
は
各
電
力
会
社
が

持
っ
て
い
る
物
を
使

わ
ざ
る
を
得
な
い
し
、

小
売
り
各
社
の
自
前

の
発
電
量
も
ま
だ
ま

だ
少
な
い
の
で
、
気

が
つ
い
た
ら
電
力
会

社
の
電
気
を
買
っ
て

い
る
、
な
ん
て
こ
と

も
。
し
っ
か
り
見
極

め
ま
し
ょ
う
。（
坂
東
）


